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＜連絡事項＞　
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　光子様～排便―7日目にて、ケンエーG（60）1個処方となっている。
・瀧澤　杏奈様～各食の粥を摂取せず。希望にて米飯へ変更している。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。10:00～16時迄、開放観察中。開放時は喫煙要求あり、対応している。妄想発言は無い。飲水要求あるが、過度とはなっていない。　引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。朝、昼共に拒薬見られている。いずれも飲み物で服用出来ている。内服の件以外は対応穏やか。本日、薬局より、内服薬の説明予定となっている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。10：00外泊より帰院され、隔離再開となっている。施設では遊戯室で穏やかに過ごされたと話している。次回の外泊については連絡来る事となる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。開放中、衣類の要求聞かれている。幻聴は無い。ホール、自室を往復している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・佐藤　ミツ子様～両手・体幹身体拘束中。朝食は牛乳のみ、昼食はゼリーのみ摂取。点滴トラブルは無い。拘束部位の循環障害は見られず。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタル異常無く、経管栄養もトラブル無く実施している。拘束部位の循環障害は無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタル異常無く、経管栄養中、「気持ち悪い」と話す事あるが、速度調節で緩和されている。拘束部位の循環障害は無い。引き続き精神症状・身体症状雄の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・美玉　憲一郎様～体幹のみ身体拘束中。バイタル異常無く、スタッフコール頻回に聞かれている。痰絡みあるが、自力排痰は出来ている。拘束部位の循環障害は無い。引き続き精神症状・身体症状雄の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。バイタル異常無く、食事も各食1/2摂取出来ている。拘束部位の循環障害は無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温38.1～39.1℃で経過。クーリングで対応している。朝食1/2、昼食1/3摂取されている。むせ込みは無いが、食べこぼし見られている。脈拍123～130回/分、動悸、胸内苦悶の訴えは無い。他、バイタル異常は無い。
・伊藤　和子様～バイタル異常は無いが、活気無く、食事は自力で朝食は2/3、昼食1/2摂取されている。トイレでの排泄できず、オムツで対応している。
・松田　善治様～バイタル異常無く、酸素飽和度94～96％.痰絡みあり、自力排痰出来ず、吸引している。薬はトロミ水で服用出来ている。

・藤井　崇史様～多弁、多動さみられている。他者干渉あり、介入要している。10：00本人希望でリスペリドン内用液（1）1P服用しているが、行動は変わらず。
・瀧澤　杏奈様～食事は各食自力で2/3摂取。内服の拒否は無い。疎通も概ね取れている。ホールで寝そべったり、放歌しているが、声掛けで止める事は
＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～多弁、多動見られ、独語や放歌続いている。他者トラブルは無いが、落ち着き無く、引き続き精神症状観察している。
